
第２９５回 広島数理解析セミナー （２０２５年度）
Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.295

日時 ： １月９日（金）１６：３０～１７：３０
場所 ： 広島大学理学部 Ａ２０１

講師 ： 佐藤　卓弥 氏 （東京大学）
題目 ： 異方的外力付き平均曲率流方程式の自由境界問題に対するゲーム的手法
要旨 ： 異方性を含む外力付き平均曲率流に対する等高面方程式の，最小到達時刻問題による

定式化を考察する．本講演では，各時刻 t における曲面 Γt を未知関数 U(x) を用い
て Γt = {x | U(x) = t} と表すことで導出される，U(x) に関する退化楕円型方程式の
自由境界問題を扱う．未知領域とその上で定義される未知関数の組を決定する必要が
ある本問題では，その well-posed 性を粘性解の一般論的枠組みから直ちに導出するこ
とが困難である．
　本講演において述べる主結果は，我々の方程式に対する決定論的 2 人プレイヤー
ゲームによる近似スキームの構成，および，それを用いた粘性解の比較原理の確立であ
る．この近似スキームは，平均曲率流方程式のゲームによる離散近似 (Kohn-Serfaty,

2006) を修正し，我々の方程式の解を，適当なゲームの到達時刻の値関数により近似
するものである．比較原理の証明には，関数の大小関係に加えて未知領域の包含関係
を導く必要があり，通常の二重変数法による証明を直接適用することはできない．そ
のため，本講演では，方程式を近似する 2 人プレイヤーゲームの状態推移を考察する
ことによって比較原理を証明する．

　本セミナーに参加ご希望の方は，広島数理解析セミナーのホームページ

https://www.math.sci.hiroshima-u.ac.jp/ca/seminar.html

　　　にあるフォームからお申し込みください．
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